
一等三角点標石の重さを体験！
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持ち上がるかな？
手をはさまないように
気を付けてね！
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一等三角点の標石の大きさ



三角点を始めとした基準点

標石のふるさと『小豆島』

標石の採石場

1869
（明治 2）

民部官に庶務司戸籍地図掛を設置
（測量や地図に関する最初の国家機関）

1875
（明治 8）

内務省が大三角測量事業を開始

1883
（明治16）

参謀本部が三角測量、水準測量を開始
小豆島産花崗岩を使用した標石の製造を企画
し、当時の土庄村長である香川石材店主に製
造を依頼、小豆島での標石製造が始まる

1891
（明治24）

東京三宅坂参謀本部内に日本水準原点を設置
零位標（水晶板）を収める正八角台石、船形
台石に小豆島産花崗岩を使用

1896
（明治29）

陸地測量部が標石の品質・規格を統一するた
め、標石について合同調達をする目的で標石
委員会を設け、小豆島産花崗岩を用いること
になる

1900
（明治33）

一等三角点に下方盤石の埋設開始

1903
（明治36）

二・三等三角点に盤石埋設を規定

1915
（大正4）

一等三角測量が完了（明治成果）

1951
（昭和26）

国土調査法公布
座標に基づく地籍調査が開始され、四等三角
点を順次全国に設置

2002
（平成14）

電子基準点網の全国整備が完了

2015
（平成27）

国土地理院から事実上最後の標石製造の発注
をする

三角点・水準点の年譜

測量に使用される基準点（三角点・水準点の
総称）標石は、国土地理院が日本全国に設置し
ていますが、そのほとんどが小豆島産の花崗岩
です。小豆島産の花崗岩は見た目の美しさだけ
ではなく、風化しにくく耐久性に優れているほ
か、石工の技術力も高いため、基準点には小豆
島産を使用することが明治時代に定められたか
らです。
基準点を利用した測量は、建設工事などにお
いて、最初に実施されるため、小豆島の石が日
本の近代化を支えていると言っても過言ではあ
りません。
そんな大切な基準点標石は、小豆島の「道の
駅」近傍の谷沿いの採石場から産出されたもの
です。

1911（明治44）年
に沖縄島北部に設置
され、現在も利用さ
れている一等三角点
「与那覇岳」の明治
時代の「点の記 」
には、「小豆島産花
崗石を以て製し光螺
旋 の直下に埋定」
と記録されている｡

日本全国に設置されている小豆島の石

基準点のふるさと

国土交通省国土地理院

採石場

※1

※1 基準点の所在や所有者、
到達方法等の記録

「小豆島」にある

「道の駅」大坂城残石記念公園
にも『一等三角点』が展示されています。

日本の近代化を支えた
小豆島産の三角点

道の駅
大坂城残石公園

※2

※2 測量機器の中心で固定
するネジ

住所：香川県小豆郡土庄町小海甲909-1

場所：「道の駅」大坂城残石記念公園 情報コーナー

「道の駅」大坂城残石記念公園のHP



高覘標（懸柱式高測標）

高覘標（懸柱式高測標）模型



三角測量等を実施する時に使用した機器 1



三角測量等を実施する時に使用した機器 2

回照器

垂直器 垂直桿太陽光を回照器に向ける鏡



館 潔彦氏の作品から一部を展示



平台（展示物 １）

大日本全図

輯製20万分1図輯製20万分1図

大日本全図



観測手簿はさみ 一等三角選点図 三角測量観測手簿

平台（展示物 2）

一等三角鎖（網）図 三角測量法式草案


